
議第１８号  

 

令和８年度寒河江市立病院事業会計予算説明書  

 

令和８年度の市立病院事業会計予算は、地域の医療ニーズに的確に応え、回復

期機能の充実を図り市民がいつでも安心して受診できる病院づくりを進めなが

ら、病院経営の健全化に向けた編成をいたしました。  

以下、予算の大要について御説明申しあげます。  

第２条の業務の予定量につきましては、病床数を９８床、うち一般病床を５６

床、療養病床を４２床、年間患者数を入院３２，１２０人、うち一般病床患者数

を１７，５２０人、療養病床患者数を１４，６００人、外来患者数を  

５０，８２０人と見込み、建設改良事業では、医療機器及び備品購入事業に  

１億３，３００万円、施設整備事業に３，２００万円を計上いたしました。  

第３条の収益的収入及び支出につきましては、収入総額が２１億２，０００万

円で、うち医業収益は１７億７，５４５万８千円、医業外収益は３億４，４５４

万１千円、特別利益１千円を計上いたしました。支出総額は２２億４，０００万

円で、うち医業費用は２２億２，５４６万３千円、医業外費用は１，３３３万７

千円、特別損失２０万円、予備費１００万円であります。  

第４条の資本的収入及び支出については、収入総額が２億３，４７０万３千円

で、うち企業債１億２，５００万円、他会計負担金１億９７０万円、固定資産売

却代金１千円等であります。支出総額は２億９，９３３万４千円で、うち建設改

良費は１億６，５００万円、企業債償還金１億２，９５３万４千円、投資４８０

万円を計上いたしました。資本的収入額が資本的支出額に対し不足する額につい

ては、過年度分損益勘定留保資金及び当年度分消費税及び地方消費税資本的収支

調整額で補てんしようとするものであります。  



第５条の企業債は、起債の目的、限度額、起債の方法等について定め、第６条

は、一時借入金の限度額を１０億円と定めるものであります。  

 第７条は、予定支出の各項の経費の金額の流用について定め、第８条は、議会

の議決を経なければ流用することができない経費について定めるものでありま

す。  

 第９条は、一般会計からの負担金額を３億７，０６０万円と定め、第１０条は、

一般会計からの補助金額を１億３，９４０万円と定めるものであります。  

 第１１条は、たな卸資産の購入限度額を３億円と定め、第１２条は重要な資産

の取得として機器及び備品の電子カルテサーバー等の購入を行うものでありま

す。  

以上、予算の大要について御説明申しあげましたが、よろしく御審議のうえ御

可決くださるようお願い申しあげます。  


